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会　　期　：2007年4月7日(土)～ 6月17日(日)

休 館 日　：月曜日(ただし4月30日は開館)、5月1日(火)

開館時間　：午前9時30分～午後5時(入館は午後4時30分まで)

観 覧 料　：一般250(150)円　20歳未満・学生150(100)円

　　　　　　65歳以上の方、高校生以下の方、障害者の方は無料です。

　　　　　　(　)内は20名以上の団体料金です。

会　　場　：神奈川県立近代美術館 鎌倉別館

　　　　　　〒248-0005 鎌倉市雪ノ下2-8-1　tel.0467-22-7718

主    催　：神奈川県立近代美術館

美術館ホームページに掲載される下記のプレス情報をご覧下さい。
http://www.moma.pref.kanagawa.jp/museum/press/2007r_mezzotint.pdf

お問い合わせ先 : 神奈川県立近代美術館 鎌倉　〒248-0005 神奈川県鎌倉市雪ノ下2-1-53
 tel.0467-22-5000 / fax.0467-23-2464　http://www.moma.pref.kanagawa.jp/museum/　　広報担当：平井 展覧会担当：長門

　細かい線や傷を刻んだ銅板を削ったり磨いたりすることで生まれ

る柔らかな明暗。メゾチント（イタリア語で「中間の調子」の意味）

は、フランス語ではマニエール･ノワール「黒の技法」といわれ、

ビロードのような質感の黒い画面を特徴としています。17世紀に

発明されたこの技法は、長く油彩画の複製のために用いられてき

ましたが、20世紀には入って高い芸術性が見直されるようになり

ました。その先駆的役割を担ったひとり浜口陽三は、それまで

モノクロームだったメゾチントに色を加えたカラー･メゾチント

という独自の技法を生み出しました。浜口の独特の詩情を湛えた

表現は、国際的に高く評価されるとともに、のちのメゾチントの

発展に大きな影響を与えました。

　本展では、当館が収蔵する豊かな版画コレクションのなかから

7人の版画家によるメゾチントを紹介いたします。7人の作家それ

ぞれの異なる個性が溢れる奥深い表現の世界をお楽しみください。

■ギャラリートーク　5月5日（土）　午後2時から 浜口陽三 《葡萄》 1969年

秀島由己男 《わらべ唄（太郎）》 1972年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 深沢幸雄 《鏡の前の人（2）》 1983年


